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木
場
田
　
市
内
の
部
分
過
疎

化
地
域
の
歯
止
め
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

都
市
建
設
部
長
　
地
元
雇
用

型
の
企
業
誘
致
や
、
利
便
性

の
高
い
生
活
環
境
を
形
成
す

る
な
ど
市
に
と
っ
て
重
要
な

施
策
の
一
部
と
考
え
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
も

そ
の
旨
勘
案
し
作
成
し
た
い
。

市
長
　
熊
本
市
の
隣
接
の
市

街
化
を
市
街
化
活
性
地
域

（
１
市
２
町
）
で
協
議
会
を

作
り
、
県
に
調
整
区
域
の
緩

和
、
地
区
計
画
の
拡
張
な
ど

を
要
請
し
て
き
た
。
今
後
も

隣
接
町
と
も
共
同
で
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

木
場
田
　
新
市
建
設
計
画
策

定
作
業
の
進
行
状
況
と
市
民

へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
現

在
の
考
え
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
　
基
本
構
想

政
策
部
分
で
４
項
目
、
策
定

し
、
そ
の
下
の
、　

項
目
ほ

２４

ど
を
現
在
策
定
中
で
す
。
周

知
方
法
と
し
て
は
、
地
区
別

の
住
民
説
明
会
は
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
、
事
務
局
案
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
校

区
単
位
と
か
の
形
で
周
知
を

は
か
り
た
い
。

木
場
田
　
現
在
の
企
業
誘
致

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

産
業
振
興
部
長
　
合
志
市
は

企
業
の
立
地
に
は
優
れ
て
い

る
と
思
う
が
ネ
ッ
ク
は
都
市

計
画
調
整
区
域
で
あ
る
。

今
後
は
合
志
独
自
の
工
業
団

地
を
持
つ
事
が
必
要
と
考
え

る
。
現
在
候
補
地
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
総
合
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

木場田孝幸 議員

木
村
　
改
悪「
教
育
基
本
法
」

は
手
続
き
的
に
は
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の「
や
ら
せ
」

で
国
民
を
欺
き
、
内
容
的
に

は
、
国
が
、
自
由
で
あ
る
べ

き
「
教
育
」
に
介
入
す
る
も

の
だ
。
全
国
で
校
長
先
生
や

教
育
委
員
会
、
教
育
長
が
公

然
と
反
対
し
て
い
る
。
教
育

を
、
国
に
役
立
つ
国
民
を
つ

く
る
手
段
に
変
え
る
こ
と
が
、

改
悪
「
教
育
基
本
法
」
の
狙

い
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
以
前
の
教
育
基
本

法
の
理
想
を
現
実
に
引
き
直

し
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。

木
村
　
教
育
基
本
法
を
変
え

た
い
側
の
目
的
は
明
白
だ
。

「
国
の
た
め
に
命
を
投
げ
出

し
て
も
構
わ
な
い
日
本
人
を

生
み
出
す
。
教
育
は
そ
れ
に

つ
き
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

安
倍
首
相
も
、
国
を
「
守
る

た
め
に
戦
う
覚
悟
が
必
要
。

そ
う
い
う
教
育
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
。「
改
正
」

教
育
基
本
法
に
よ
る
行
政
指

導
で
学
校
は
、
異
常
な
状
態

が
さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。
教
職
員
の
病
欠

が
全
国
で
７
千
人
。
そ
の
６

割
が
う
つ
病
だ
と
い
う
。
教

育
現
場
で
は
残
業
が
　
時
間

８０

を
越
え
る
中
で
、
先
生
は
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
と

れ
ず
に
悩
ん
で
い
る
。

教
育
長
　
そ
う
は
な
ら
な
い

よ
う
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
今
、
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、
週
一

回
は
定
時
に
帰
宅
す
る
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
る
。

木
村
　
問
題
は
、
先
生
が
子

ど
も
に
接
す
る
時
間
が
と
れ

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
定
時

に
な
っ
た
ら
「
退
校
し
て
く

だ
さ
い
」
で
、
済
ま
せ
る
問

題
で
は
な
い
。

木村　功 議員

新
市
建
設
計
画
は

企
業
誘
致
策
は
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来
海
　
　
年
度
予
算
で
借
金

１８

の
予
定
額
（
起
債
）
は
　
億
２１

４
８
０
０
万
円
、
今
ま
で
の

借
金
の
返
済
額
（
公
債
費
）

は
　
億
３
４
０
０
万
円
で
す
。

１７
こ
の
予
算
を
見
る
と
、
借
金

の
額
が
返
済
額
よ
り
大
き
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合

志
市
が
現
在
抱
え
て
い
る
借

金
の
額
（
一
般
会
計
市
債
残

高
）
と
、
す
べ
て
の
借
金
（
特

別
会
計
ま
で
含
め
た
市
債
残

高
）
は
。

総
務
企
画
部
長
　
一
般
会
計

市
債
残
高
（
　
年
９
月
末
）

１８

1
4
3
億
7
9
6
7
万
円
、

特
別
会
計
ま
で
含
め
た
市
債

残
高
は
３
１
１
億
７
９
0
0

万
４
千
円
。

来
海
　
　
年
度
当
初
の
積
立

１８

金
（
基
金
残
高
）
と
、
そ
の

う
ち
家
計
に
足
り
な
い
部
分

を
補
う
貯
金
（
財
政
調
整
基

金
）
は
。　
　
年
度
市
民
一
人

１８

当
た
り
の
返
済
額
（
公
債
費
）

と
借
金
残
高
（
市
債
残
高
）
は
。

総
務
企
画
部
長
　
　
年
2
月

１８

　
日
現
在
の
基
金
残
高
（
全

２８会
計
含
む
土
地
開
発
公
社
土

地
）
は
　
億
１
５
６
万
円
で
、

４１

そ
の
う
ち
財
政
調
整
基
金
は

９
月
末
現
在
で
　
億
7
0
1

１８

5
万
6
千
円
。　

月
末
現
在

１１

の
人
口
で
割
っ
た
市
民
一
人

当
た
り
の
借
金
返
済
額
は
５

万
３
９
５
１
円
、
借
金
の
残

高
は
　
万
４
３
９
１
円
で
す
。

５８

来
海
　
来
年
度
の
予
算
編
成

の
基
本
は
、
ど
の
よ
う
に
設

定
さ
れ
た
の
で
す
か
。

市
長
　
厳
し
い
財
政
状
況
で

あ
り
、
税
収
の
確
保
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
、
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
を
行
う
。

来
海
　
少
な
く
な
っ
た
虎
の

子
貯
金
（
基
金
）
を
取
り
崩

し
て
い
く
や
り
方
を
続
け
れ

ば
、
い
ず
れ
基
金
も
底
を
付

き
ま
す
。
も
う
少
し
現
状
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
危
機
意

識
を
持
っ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

来海　恵子 議員

汐
田
　
市
内
に
あ
る
広
域
連

合
西
消
防
署
は
耐
震
性
能
が

不
足
し
耐
震
補
強
が
困
難
で

あ
り
改
築
を
勧
め
る
と
診
断

さ
れ
た
、
構
成
団
体
の
一
員

と
し
て
責
任
と
負
担
金
が
出

て
き
ま
す
、
他
に
も
高
額
負

担
金
が
控
え
て
い
る
が
認
識

は
如
何
か
。

市
長
　
広
域
連
合
で
協
議
さ

れ
て
い
る
が
、
通
信
指
令
装

置
も
含
め
多
額
な
金
額
を
要

す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
広
域

連
合
の
構
成
市
町
と
し
て
同

じ
歩
調
で
進
め
ま
す
。

汐
田
　
全
職
員
が
研
修
を
受

け
た
の
だ
か
ら
、
情
報
化
時

代
先
進
地
事
例
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
必
要
な
情
報
は
即

時
に
入
手
可
能
、
地
方
分
権

の
趣
旨
自
己
決
定
、
自
己
責

任
で
地
域
に
あ
っ
た
改
革
を

進
め
る
う
え
で
も
自
前
で
出

来
な
い
か
。

市
長
　
職
員
研
修
を
や
っ
て

い
る
が
、
ま
だ
知
識
、
経
験

が
不
足
し
て
お
り
そ
れ
を
補

う
た
め
に
先
進
的
な
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、

総
合
計
画
の
策
定
作
業
な
ど

成
果
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
責

任
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

汐
田
　
入
札
問
題
に
つ
い
て

は
色
々
と
噂
が
出
て
い
る
の

で
行
政
報
告
書
を
合
併
前
の

様
式
に
戻
せ
な
い
か
、
ま
た

議
会
に
付
す
る
金
額
を
合
併

以
前
の
５
千
万
円
に
下
げ
る

事
は
出
来
な
い
か
。

市
長
　
入
札
関
係
の
情
報
に

つ
い
て
は
、
各
議
員
に
配
布

し
て
い
る
行
政
報
告
書
の
内

容
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

議
会
の
議
決
に
付
す
る
金
額

に
つ
い
て
は
、
類
似
団
体
等

比
較
検
討
し
ま
し
て
、
１
億

５
千
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

汐田　安徳 議員

行
政
評
価
は

　
自
前
で
出
来
な
い
か

入
札
問
題
に
つ
い
て

わたしたちの未来は大丈夫 ?


